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若年層ガ行非鼻音話者のガ行鼻音に対する意識
一一岡山大学学生に行った調査の結果から一一
要 ヒz日
中東靖恵
ガ行鼻音は共通語の地位を占めるが、現在、東京語をはじめ、ガ行鼻音地域
において、若年層話者を中心にガ行非鼻音化が急速に進んでいる。ガ行非鼻音
化、すなわち、 [-0ー]> [-9-]の変化は閉鎖音の体系化を目指す通時的な変
化であり、もはやその勢いをとめることはできないだろう。
このような状況の中、ガ行鼻音を今後、国語問題として、また、国語教育・
日本語教育の中でどのように扱っていけばよいのか。それに対する一定の答え
を出すため、①国語教育・日本語教育におけるガ行鼻音の取り扱い、②若年層
話者のガ行鼻音に対する意識、③アナウンサーにおけるガ行鼻音の発音の笑態
について、調査 ・研究を行った。本稿では、 f②若年層話者のガ行鼻音4こ対す
る意識jについて、岡山大学文学部に所属する学生30名を対象に行った調査の
結果を、ガ行鼻音の発音・聞き取り調査の結果とともに報告する。
調査結果ーの概略は以下のとおりである。発音調査の結果、インフォーマント
は全員ガ行非鼻音話者であった。聞き取り調査の結果、ガ行鼻音と非鼻音の聞
き分けは正確にされておらず、全体的にはガ行非鼻音を共通語として正しいと
する場合が多かった。また、外来語の場合、披音が先行するガ行音には鼻音を
選択する割合が高かった。意識調査の結果、ガ行鼻音は「やわらかくJrまろ
やか」で「丁寧Jr上品j、また、「伝統的jであると評価されている一方で、
「歯切れが悪くJr不自然でJrカッコよくないJと意識されており、ガ行鼻音
は伝統的・規範的な音であるとの認識はされているが、それを習得し使用しょ
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うとすることには消極的であると言うことができる。また、共通語としてのあ
り方については、ガ行鼻音 ・非鼻音のどちらを使っても構わないという意見が
大半を占めた。
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1.はじめに
1. 1 ガ行鼻音の現状
ガ行鼻音 (鼻濁音)は、従来も、現在も、共通語としての地位を占めている
(神保ほか1932、佐久間1963、NHK1951、1958、1966、1985、1998、回中1983
なとつ 。 しかし、共通語の母体である東京語において、ガ行J:;;~音が消滅しつつ
あることについては多くの報告がある(金問-1967、加藤1983、永岡1987、日
比谷1988など~)。 加藤(1983) に よ れば、東京都文京区根津において、男性で
は!昭和17年生まれ以降、女性では昭和14年生まれ以降の話者に、語中のガ行子
音を鼻音 [0]ではなく、閉鎖背 [9]ないし摩擦音(Y]で発音する者が目立
つという。
全国のガ行鼻音の分布状況は、国立国語研究所 (1966)r日本言語地図j1 
によって明らかにされたが¥調査から約4011ふたった今、ガ行.C;!.音の非鼻音化
は東京語だけでなく 、ガ行鼻音地域で、も若年層話者を中心、に急速に進んでおり
(相i事1994、1995、飯豊ほか1982、井上1998、高村1993、馬瀬ほか1993)、今
やガ行持.音{ま全悶的に衰退の一途をたどっている。
若年層話者を中心に見られる全国的なガ行鼻音の衰退 ・消滅が言われる一方
で、ガ行非鼻音地域の新年j持話者に、臨時的にではあるが、自由変異としての
ガ行鼻音が聞かれることがあるという。名古屋地方においては水谷(1987)
の、九州地方においては陣内 (1992)の報告がある。しかし、いずれも詳しい
調査による裏付けはない。
?
，，?
， • 2 共通語としてのガ行鼻音
ガ行iB.音はガ行非鼻音よりも伝統的な背戸だとされ(神保ほか1932などっ、
j，j.1語教育、日本語教育、また、新人アナウンサーの教育においても、ガ行鼻音
が正しい音として教討されている。
同語教育において、金問一(1967)によれば、小学校の国語朗読の指導舎の
顛では、すべてガ行鼻骨で発音するよ うに一定しており 、ガ行鼻音と非鼻音を
t・)-!1i(して指導できるような教授用のレコード5もあるという九
日本語教育では、|吋際交流基金 (1991、1992)、文化庁(1992)など、日本
路f戸のテキスト ・指導参考書類、それらに付属のカセットテープ教材などで
はガ行鼻音を採用しているものが多い7。上自主(l986)は、日本語の初級用教
科，1?で音声に関する記述のあるものをl4極知選び、比較 ・検討を行っている
が、そこで取り上げたlt1極の教科書のうち、10の教科書でガ行_lj，tci仔を教授項目
として採用しているお。また、国際交流基金(l992tは、ガ行鼻音の発音につい
て、日本人でもガ行H-背を発音できない者が吻えていることに触れ、学習者に
対しては「ガ行5み音でも非鼻音でも語の意味には影響しないと指導するよう
にJとしながらも、fR本語教自ilとしては、やはりお}が発汗できる方がい
L、Jとする九
アナウンサーの発符 ・アク七ントの見本として、NHKや各民IUj放送局、ア
ナウンサー養成講座などで使われている NHK編の『日本語発音アクセント辞
典jがある。 19t13年の初版からこれまで幾度か改訂されてきたが、1985年の
f改訂新版J(以下、 I'NHK1985J と i略.f~;)から 13年ぶりに改訂され、 f新版j
(1998) (以下、 rNHK1998Jと略1*)がiJ¥版された。この最新版円本語発
音 ・アクセント辞典 rNHK1998Jでも、従来どおりガ行鼻音が採用されてい
る。向者[資料m・解説Iの中には、段近、ガ行鼻音地主主においても、若い
人々の聞でガ行鼻音を使用する人が減っていることを指摘したヒで、「ガ行~
T!?の持っているまろやかな糾きは日本語の発~1i"の美し さの一つであると考える
人も多く、現在NHKのアナウンサー教育では鼻濁音の指導をしているJとあ
? ?
?
る"。同様の記述は、 「全日本の発音とアクセントJ(同書 f資料集・解説j
内12)にもあり、ガ行鼻音は f特に柔らかみを感じさせる特徴もあるから、従
来共通語音として望ましいものであるとされた」とある。
1. 3 日本語史的観点から見たガ行轟音ーガ行非保音化の要因
ガ行鼻音の衰退は、ガ行鼻音 [-0-]からガ行非鼻音 [ー←]へという、日
本語の歴史的な音変化であると捉えることができる。井上 (1971)は、日本全
国における語中ガ行子音の音変化を、言語地理学的・国語史的観点から論じて
いる。それによると、1. Rodriguez (1604-1608)の記述や、高知方言などに
見られる入りわたり鼻音を伴った [-~g-] は、 l つは、入りわたり鼻音を脱
落させ軟口蓋閉鎖音[-9-]へ13、もう lつは、音韻論的な fあきまjである
軟口蓋鼻音 [-0-]へという 2つの変化の道をたどった。現在、若年層話者を
中心に、ガ行鼻音地域においては [-0-]> [サ四]が、また、入りわたり鼻
音を伴った古い音[一、9-] を保っていた地域Mでも (-~9-] > [-9-]が起
こっており、全国で語中ガ行子音は軟口蓋閉鎖音 [9]へ統合されようとして
いる(井上1998)。
ガ行鼻音地域における [-0四]> [-9-]の変化は歴史的な流れであり、そ
れは日本語有声閉鎖音の体系化を目指す動きでもある。かつて、語中のパ行子
音・ダ行子音 ・ ガ行子音は、入りわたり鼻音を伴った [--b-] 、 [-~d-] 、
[-g甲]で発音されていた。のちに、パ行子音・ダ行子音では、入りわたり
鼻音が脱落して、それぞれ、トb四]、 [-d-]となったが、ガ行子音は鼻音性を
捨て切れず、同じ軟口蓋を調音点とする鼻音系列で、音韻論的な「あきまJで
あった [0]に入った (下図参照)。なお、パ行子音・ダ行子音の場・合には、こ
れらと調音点を伺じくする鼻音系列にはすでに [m]、[n]があったため、ガ
行子音とは異な り 、[ーもー]、 (-~d-]は入りわたり鼻音を脱落させ、閉鎖音へ
と移行した。しかし、これでは、パ行子音・ダ行子音がそれぞ、れ、 [b-，
-b-]、[d-，-d-]のように、語頭・語中とも閉鎖音であるのに対し、ガ行子音
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閉鎖音系列 鼻音系列
雨 唇 [-~b-] ~ [-b骨] [僧m-]
歯 茎 [-~d-] .;. [-d-) [-n-] 
秋口重量 [-~9-] → [-9-) ‘昨 一[-0-)
は、 [9-，-0-]のように、語頭では閉鎖音、語中では鼻音であり、非体系的
であった。したがって、 [-0-]> [~-) の移行は、非体系的であるガ行子音
を体系化させようとする動きであり、もはやその流れをとめることはできない
のである。
ガ行非鼻音化が押し進められている要因として、歴史的な理由のほか、次の
理由もあげられる。
1.ガ行鼻音は意味の弁別にほとんど役立たない。
2.正書法においてガ行鼻音とガ行非鼻音を書き分ける手段がない。
3.テレピ ・ラジオのなどマスメディアの影響。
ガ行鼻音と非鼻音が意味の弁別に役立つ語例として、例えば「銃後J/宅juuoo/
と「十五J/司uugo/、「湖岸J/kooan/と「子雁J/kogan/などのミニマル・ペ
アはある (金田一1967参照)が、その数はそれほど多くない。つまり、語中の
ガ行子音を鼻音で発音しても非鼻音で発音しでも意味に変わりはないという語
が大部分を占める。したがって、ガ行鼻音は、語の意味弁別にほとんど役立つ
ていない。
正書;法で、ガ行音は、 fガ・ギ・グ・ゲ・ゴ」のように、「カ・キ・ク・ケ・
コJの右肩にi弱点 r'Jを打って表記される。発音 ・アクセント辞典類などで
は、ガ行鼻音と非鼻音の区別をするために、ガ行鼻音を「ガ・ギ・グ・グ・
ゴ」のように表記する場合があるが、この表記は正舎法としては認められてい
ない目。
全国の若年層話者に見られる急速な非鼻音化は、テレビ ・ラジオなどマスメ
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デイアの影響によるところが大きいだろう。ガ行鼻音教育を受けているはずの
アナウンサーの発音を開くと、ニュース番組、しかもニュースの原稿読みとい
うかなり改まった場面でさえ、ガ行鼻音を正確に使えるアナウンサーは少なく
(馬瀬・渡辺・清水・中東1999)、また、パラエティ一番組などでは、ガ行鼻
音が聞かれる場合は極めて少ない。テレビ音声が個人の雷語に与える影響につ
いては、馬瀬(1981、1996)で論じられている16。テレビなどのマスメディア
から大量に放射されるガ行非鼻音は、歴史的な [-0-]ないし[ー可ー]> 
[-9-]の変化をさらに、そして急速に押し進める強力な力となっているだろ
フ。
1.4 :<$:稿の目的
このような状況の中、ガ行鼻音を今後、国語問題として、また、国語教育・
日本語教育の中でどのように扱っていけばよいのか。それに対する一定の答え
を出すため、ガ行鼻音に関する次の3つの調査・研究を行うことにした。
①国語教育・日本語教育におけるガ行鼻音の取り扱い
②若年層話者のガ行鼻音に対する意融
①アナウンサーにおけるガ行鼻音の発音の実態
本稿では、「②若年層話者のガ行鼻音に対する意識Jに関して行った調査の
結果を中心に報告する。ガ行鼻音を保持しない者が大部分を占める若年層話者
において、ガ行鼻音はどのように意識されているのだろうか。同じ若年層話者
であっても、ガ行鼻音保持者-と非保持者とでは、ガ行鼻音に対する意織は違う
であろうし、非保持者であっても、両親や祖父母などがガ行鼻音保持者であっ
たり、周辺でガ行鼻音が聞かれる地域に住む者とそうでない者とでも異なるだ
ろう。そして、ある個人がガ行鼻音に対してプラスイメージを持っている場
合、たとえ非鼻音話者であっても、ガ行鼻音を身につけ使用しようとするであ
ろうし、マイナスイメージを持っていれば、あえてガ行鼻音を習得することは
ないであろう。水谷 (1987)や陣内 (1992)で言われる若年層話者に見られる
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自由契音としてのガ行鼻音の使用も、話者のガ行鼻音に対する意識と大いに関
イ系カfあると考えられる。
なお、ガ行鼻音に対する意識について調査を行ったものに、全国を対象とし
たNHK(1980)と、九州・関西の大学生を対象とした陣内 (1992)がある。
NHK (1980)による「ことばに関する意識J調査の結果を見ると、「鼻濁音と
i弱音のどちらがよいか」の質問に対して、大まかに言えば、東日本(北海道 ・
東北・東京 ・関東(東京以外)、中部)では鼻濁音(ガ行鼻音)が、西日本
(近畿・中国 ・四国 ・九州)では濁音(ガ行非鼻音)が支持される割合が高
く、東日本と西日本とではガ行鼻音に対する好みに大きな追いがある。陣内
(992)は、ガ行鼻音・非鼻音のイメージを 5段階SD法によって調査し、九
州、!と関西という地域差、男女差の観点から分析している。詳細には触れない
が、この中で、ガ行鼻音が「東北弁を連想させるJrひなびた感じJr田舎的J
といった方言的なイメージとして意識されていることは注目される。
本研究では、若年層話者に対して、ガ行鼻音に対するイメージなどを尋ねた
意識調査のほか、ガ行鼻音の発音調査、開き取り調査も行った。対象としたの
は、ガ行非鼻音地域の岡山とガ行鼻音地域の東京にある大学に通う学生であ
る。本稿では岡山の結果のみを扱うこととし、東京の大学生に対して行った調
査の結果、岡山と東京の調査結果の比較は別稿に譲る。
2.調査の概要
2. 1 インフォーマント
インフォーマントは、岡山大学文学部に所属する 2・3・4年生、合わせて
30名口(男:4名、女:26名)である。年齢で言うと、 20歳前後の若年層話者で
ある。
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2. 2 調査の方法
2. 2. 1 発音調査
発音調査は次のように行った。語中にガ行子音を含む単語、助詞「カりを含
んだ短文を示し、インフォーマントに通して 2度読み上げてもらい、それらを
カセットテープに録音した。
調査語は以下に示す通りである。調査では、これらをランダムに配列して提
示した。以下、 rNHK1998Jに従い、共通語においてガ行鼻音で発音される
語、非鼻音で発音される路に分けて示す九
ガ行鼻音:英語、鏡、鍵、影、十五夜、小学校、戦後、ポピュラーソング、
願いがかなう、本がある
ガ行非鼻音:イギリス、オルガン、カンガJレー 、高等学校、 15、l∞5
2. 2. 2 聞き取り調査
聞き取り調査は次のように行った。路中にガ行子音を含む単語を提示し、ガ
行鼻音と非鼻音の2通りに発音したテープを2度流し、共通語として正しい発
音だと思う方を選んでもらった。なお、聞き取りができなかった場合を考え、
「分からないJという選択肢も用意した。調査語は、発音調査で用いた調査語
のうち、単語のみ (14~苦)を用いた。
2. 2. 3意識調査
意識調査は、大きく、次の項目についてアンケート形式で行った。
①日常生活でガ行鼻音を使っているか。
②ガ行鼻音の発音は、共通語として正しいと思うか。
③これまで、ガ行鼻音について教育を受けたことがあるか。
@ガ行鼻音の発音は、非鼻音と比べてどのように感じるか。
⑤今後、ガ行鼻音を共通語として使うべきだと思うか、それとも使う必要
はないと思うか。また、それはなぜか。
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調査は、以上の項目について、選択肢から選ぶ方法、自由に記述してもらう
方法により行った。
2. 3調査年月
発音調査、聞き取り調査、意識調査はいずれも1999年5月に行った。
3.調査の結果 ・考察
3. 1 発音調査
発音調査の結果、調査語のガ行子音を鼻ー音で発音した者は 1名もいなかっ
た。インフォーマントは、ガ行非鼻音地域出身者が大部分を占めるが、ガ行鼻
音地域出身者が若干名いる。しかし、発音調査の結果から、今回の調査対象と
した若年層インフォーマントは、全員、ガ行非鼻音話者であると言える九つ
まり、以下で示す聞き取り調査、意識調査の結果は、ガ行非鼻音地域に在住の
若年層ガ行非鼻音話者の調査結果ということになる。
3. 2 聞き取り調査
開き取り調査の結果を図uこ示す。図 lの数値は、 14の調査認について、ガ
行鼻音ないし非鼻音、あるいは「分からないJを選択した割合を示している。
なお、ガ行非鼻音で発音される語には*を付した。
図1を見ると、まず、ガ行5革音とガ行非鼻音の正確な開き分けがなされてい
ないことが分かる。そして、語による差はあるが、全体的には鼻音よりも非鼻
音の方が支持されている。全語を平均すると、鼻音選択率27.8%、非鼻音選択
率69.3%であった。これには、インフォーマントがガ行鼻音を持っていないこ
とが大きく関係していよう。
だが、単語ごとに見ると、 f鏡Jと「カンガJレー jでは、わずかではあるが
鼻音の数値が非鼻音を上回る。また、鼻音選択率が非鼻音選択率を上回らなく
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英語
鏡
鍵
影
十五夜
小学校
戦後
ポピュラーソング
*イギリス
*オルガン
*カンガルー
*高等学校
*15 
*1005 。 20 40 60 80 100 
図 1. .ガ行男、音・非保脅選択率(%)
ても、両者の差が少ない語もいくつかある。インフ ォーマン トがガ行鼻音を
J守っていないにもかかわらず、鼻音を選択した割合がこれだけ見られるのに
は、後述 (3.3. 3以下参照)のように、 「ガ行鼻音は、日本語の共通語と
して正しい音であるjといった音声教育を調査実施以前に受けていたこと、そ
してそれによ ってガ行鼻背に対する規範意識が働いたものと考えられる。
ガ行鼻音と非鼻音のミニマル ・ペアとして 「戦後jと l1005Jで、ミニマ
ル ・ペアではないが、同じ形態素を含む「十五夜jと r15J、「小学校Jと「高
等学校jのペアでガ行鼻音ーの選択率を比較すると、 「戦後J25.0% > I005J 
8.4% (差 :16.6%)、「十五夜J35.0% > 15J 10.0% (差 :25.0%)、「小学
校J45.0%> I高等学校J16.7% (差 :28.3%)と、いずれも鼻音を選択した
割合はガ行鼻音ーで発音される諾の方が高く、非鼻音選択稼との差も大きい。
また、ガ行鼻音で発音される 8語と非鼻音で発音される 6語で鼻音を選択し
た割合を比較すると、前者33.6%、後者20.0%とその差は13.6%となる。
最後に、外来語H音について見る。「イギリスJrオルガンJIカンガルーJ
????
fポピュラーソングjのうち、後者2語はガ行鼻音を選択した割合が40%前後
と、前者 2語よりも数値が高い。これには、ガ行音の前が擬音 fン」であるこ
とが関係していよう。なお、インフォーマントの数人に、 I1ンjの後は鼻音に
なりやすいと思うjゃrポピュラーソングjの fグ」はガ行鼻音で発音する
方が自然のような気がするjといったコメントが見られた。
以上、聞き取り調査の結果から言えることは、ガ行鼻音とガ行非鼻菅の聞き
取りは正確にできておらず、全体的に見るとガ行鼻音よりも非5単音を選択する
場合が多い。しかし、その割合は語により差があり、ガ行鼻音で発音される語
の方が、非鼻音で発音される語よりも5母音を選択する割合は高く、外来語に関
しては、捜音に先行されるガ行音に鼻音を選択する割合が高かった。したがっ
て、全体的に見れば、共通語の発音としてガ行鼻音よりも非鼻音が支持されて
はいるが、インフォーマントはガ行鼻音の出現規則を、正確にではないがある
程度理解していて、かつ、共通語として法ガ行鼻音が非鼻音よりも正しいとい
う認識も持っていると言うことができるだろう。
3. 3 意識調査
以下では、 2.2. 3に示した5項目についてアンケート形式で‘行った意識
調査の結果を示し、分析する。なお、 5項目のうちのいくつかでは、さらに詳
しく意見を求めているので、随時示す。
3. 3. 1 日常生活でガ行鼻音を使っているか
日常生活におけるガ行鼻音の使用の意識について、次の4つの選択肢から該
当するものを選んでもらった。それぞれの回答人数とともに示す。
a.ガ行鼻音を使っている。…O名
b.ガ行鼻音を使っていない。 …22名
C.ガ行鼻音を使うときもあれば、使わないときもある。…4名
d.分からない。…4名
大多数が「ガ行掛.音を使っていないjと回答したが、 4名ほど円安うときも
あれば使わないときもあるJと回答している。しかし、 4:('，すべてが単語リス
ト読み上げ式の発昔話j査でガ行鼻音を則いていないし、出身地を考えても、日
常・の会話でガ行身I.tfを正しく用いているとは思えない。おそらく、インフォー
マント自身、ガ行鼻音を持っていないことを自覚してはいるが、ガ行鼻音に対
する規範意識があるため、実際の発官はともかく、ある場合にはガ行鼻音を使
用していることもあると意識しているものと考えられる。
なお、 f分からないJという田容が4名見られた。語ゅのガ行子音を [0)と
(9)とで使い分けることのないインフォーマントにとって、日常生活でガ行
鼻管を使っているかどうかを尋ねられでも、意識したことすらない場-合も多い
だろう。
3. 3. 2 ガ行保音の発音は、共通語として正しいと思うか
ガ行鼻音が共通話として正しいと思っかどヮかに関しては、次の選択肢から
該当するものを選んでもらった。それぞれの回答人数とともに示す。
a. lEしいと思う。…9名
b.正しいとは思わない。…3~， 
C.分からない。…18名
「分からないjという回答がインフ ォーマントの半数以上を占める。この結
*は、後で3. 3. i]以下の調査結来と分わせて考える。また、共通語として
の地位を支持する者は9名と全体の30%であり、この数値は、聞き取り調傘で
ガ行鼻音を選択した割合 (3. 2参照)とも近い。
3. 3. 3 これまで、ガ行鼻音について教育を受けたことがあるか
調査時以前のガ行 ç~.音教育について<)1.ねたところ、次のような回答を得た。
a.ある…28r，b. ない…2:('，
「あるJと答えた28名に、さらに以下の質問について答えてもらった。
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①いつ、ガ行鼻音について習ったか。それはどんな教科で、あるいはクラ
ブ ・部活動で‘習ったか。
②ガ行鼻音について、どのように習ったか。
③ガ行鼻音の教育を受けてから、それをうまく使えるようになったか。
教育を受けた時期}については、 a.小学校で、 b.中学校で、c.高等学校
で、 d.大学で、の4つの選択肢から選んでもらい、教科、クラブ ・音1)活動に
ついてはJ主体的に記述してもらった。この質問に対して符られた回答を表 lに
示す。括弧内の数字は回答人数(按数回答あり)である。
表 1:ガ行録音教育について
l時・ !明 数 干|・ r， クラ ブ ・ 自~)活動など
小学校 (5) rr，.* (3)、lIl;m(2) 
'1'学校 (1 ) i官I，t計(1 ) 
よい?学校 ( 4 ) 13，1 ;':rf(2) 校歌の練習|時(J ) 
}i!l:.i差古IS(1) 
).;:'{・ (28) dJ[十文化q:人1";(6 ) li!1:.j丞部 (1 ) 
i:'，: jh ~lf:慨論(14)
け!日FI;f，;¥昔乍悦治"(10) 
その他"(6) 
ガ行鼻音について教育を受けたのは大部分が大学の授業においてであるが、
小.rj.l・高等学校でも、インフヰーマントの3分の lが音楽伊国語の時間にカ、
行57.脅(というJ羽詰は習っていないと忠われるが)の教育を受けている。
次に、fカ、、行鼻音をどのように習ったのかJの質問について符られた回答
を、分かりやすくするためにいくつかの項目に分けて以下に示す。なお、同じ
i問答が後数名に見られた場合lま、その人数を括弧1;1すに数字で示した(以下、同
級)。
〈言語学的観点から〉
. ~与にかけて発音する 。
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-発音記号では [D]、カナでは「ガJと啓〈 。
・ガ行の音を発音するとき、息を口からではなく鼻の、ら抜く。
・語中にガ行が来るときは鼻音になる。(3 ) 
・語頭には現れない。
• rンガJを縮めて言う。
・ガ行の発音には [9]と [D]があって、意味に変わりはないが、 言葉に
よって発音が違っている。(3 ) 
・ガ行4a音の現れる位置にはJレー ルがある。
. i高等学校Jというような複合語ではガ行鼻音にならない。
〈共通語と して〉
・共通語としては、ガ行SL音のほうが正しい発音とされている。(4) 
・.fj;.-にかかった音で、共通語として正しいとされている。
・ガ行鼻音は美しい日本語の発音とされている。
・天皇家では使われる。
〈アナウンサーの発音として〉
• NI-Kのアナウンサーはガ行鼻音で原稿を読むよう教育されている。(3 ) 
・アナウンサーが使う。
〈日本語教育において〉
・外国人が日本語を学ぶときに、ガ行鼻音を学ぶことも多い。
〈現在のガ行鼻音の実態について〉
・最近の若者はあまり使わなくなってきている。非鼻音が多い。(2 ) 
.最近は使う人がi取ってきた。
・東京でもほとんど残っていない。
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-東京でも使われるが、最近は変わってきている。
・東京周辺でガ行鼻音はよく用いられるが、関西ではほとんど使われない。
.九州では使わない。
・岡山人は使えない。
〈ガ行鼻音の印象〉
-やわらかい音。
-ピジネスで話をする降、ガ行鼻音を使った方がやわらかく間こえる。
〈大学以前の学校教育において〉
・小学校の頃、 fガ行は61にかけて歌いなさいjと言われた。
・校歌の歌詞の f東(ひがし)Jの fがJを「んがjと5単に抜いて発音する
ように言われた。
・合唱のとき、 fガJを強く出すのではなく、鼻にかけるように歌うように
言われた。
. r君が代Jを歌う時は、fきーみーんがーよーはJと歌うよう指導され
た。
・カ，'qi-QJ1音が発音できるようになるまで、練習させられた。
・テキストにガ行鼻，音の項があり、クラス全員で発音させられた。
以上を見ても分かるように、回答の多くが、 大学の授業で習った内容と思わ
れるが、興味深いのは〈大学以前の学校教育において〉に示した回答である。
大学以前の学校教育では、多くの場合、 音楽の時間など歌を歌う場合にガ行鼻
音を用いるよう指導を受けていることが分かる。また、インフォーマントの中
に[小学校の頃、合喝のl待、ガ行鼻音の発音がうまくできなくて随分苦労し
たJというコメントがあったことや、 回答の中の f練習させられたJr発音さ
せられたjというような表現からも、ガ行非鼻昔話者であるインフォーマント
? ???
にとって、ガ行非行の教育があまり喜ばしいものではなかったことが窺える。
最後に、ガ行品音を教わってから、それをうまく使えるようになったかどう
かについて、次の選択肢から該当するものを選んでもらった。
a.ガ行鼻音を正確に使えるようになった。…1名
b. ガ行鼻音を大体使えるようになった。…3名
C.ガ行.7，1.官-を少し使えるようになった。 …2名
d. カガ..q行-了l~鼻1干?
e.ガ行鼻音をほとんど使えるようにはならなかった。…10名
f.よく分からない。…6名
その他: l~， 
もっとも多いのが、「ほとんど使えるようにはならなかったjであり、 「よく
分からないJrあまり使えるようには令らなかったJがこれに続き、これらが
全体の3分の2以ヒを占める。なお、 Iその他Jは、 fg:識すれば発音できる
が、苦ー段は使わないjというもので、同じコメントを寄せた.{3・がそのほかにも
恭子名いた。また、「ガ行鼻音を習ったが、使おうとは思わなかったJという
コメントも数字fに比られた。
このような何定的な意見とは反対に、 17定的な選択肢a.、b.、C.を選
んだ者も 6 名と~';:千認められるが、先の発音調査の結果:からも分かるように、
i正確にガ行鼻音を発汗できる者は 1r，もおらず、教育のJ主栄{ま見られない。た
だし、ガ行鼻背と Jド~，I.音の聞き分けが、少なくとも単:.~?tll'f.み仁げの場合には、
できるという点では、教育の成果は少しはあったと需えるだろう。
3. 3. 4 ガ行鼻音の発音tS、非鼻音と比べてどのように感じるか
ガ行鼻官ーを持たないインフォ ーマント{よ、ガ行t号fg-の発音にどのようなイ
メージを持っているだろうか。 それを J~Jべるため、 2 1 の評価諾のペアを月J fi:
し、5段階評自lIiしてもらった出。
結梁を図2に示す。凶の数値は、それぞれの評価諸における評価点の予均値
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である。なお、評fil語はランダムに配列してある。
図2を見ると、数{直は、おおまかに、 5段階言iHJfliの中|初である 3点以.トーであ
るか、それ以下であるかに分けることができる。3点以上の評価語を点数の尚
い)1質に見ると、4点以上の 「やわらかい (4.47)Jrまろやかだ (4.13)J rぼん
やりしている (4.03)J、これに、3.5点以上の 「伝統的だ (3.97)J rlほかい
(3.83)J rT~だ (3 . 80)J r年寄りらしい (3.70)Jr卜.品だ (3.67)J r弱々し
い (3.53)jr女らしい (3.50)Jが続く(括弧内は評価点。以下、問機)0rや
わらかいJrまろやかだjrぼんやりしているjr弱々しい」という許制ij(こは、
非営であるガ行鼻音と、閉鎖音であるガ行手I:~号~1(との腿覚印象の定が現れたも
のだろう。そして、このような印象が r第だJr上品だJれほかいJr女らし
し、jといった評価に紫がっているのであろう。 「伝統的だjr 1r.~t: りらしし、J と
いう評価には、 インフォーマ ン トが調査以前に、方。十I鼻音が~I:JJ:ム音よ りも規範
的で伝統的なI士iい泊三であるという教育を受けていることが関係していよう。
F刀 、 ~f仰i点が 3 点以下であった青I'flIIi請を見ると 、 2.5点以下の rM3切れが
必い (l.83)Jr不自然だ (2.33)J rカッコよくない (2.50)Jがあげ‘られる。
「ぬ切れの怒さJは、ガ行鼻音の fやわらかさJrぼんやりさ」という日fJlliの
袋返しであるとさえよう。f不自然さjは、インフォーマン トがガ行4lt品・を待
たず、 EU古生活でも周囲でガ行列音を|刻くことがないことを15-えれば当然であ
ろう。また、fカッコよくないJという許{dljは、ガ行長i.背が f伝統的Jであ
り 、 「イf~ t)カ句史うJi'tであると員~，価されていることからも納何できる 。
そのほか、ガ行鼻音はどちらかと需えは"r美しく (3.27)J rよい (3.17)J
_. )j、「よそよそしく (2.60)Jr(l，j~\'、 (2 . 70 ) J で、 iEU合的 (2 .73)jであり、
r~~ 通話的か方言 的か (2.97)Jや rTVやラジ オでよく開くかどうか
(3.10)Jについては、どちらとも言えないと司刊泌されていると常えるだろ
〕η
ガ行鼻音は、 g~l. :i吉・であるという背戸的特般から fやわらかく J rまろやか
だj と評価され、 さらにそれが rT~'IJ IJて品jで n暖かいjといった印象に
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4 3 2 
そ'んざいだ
3.27 汚い
やわらかい 4.47 かたい
女らしい 3.50 男らしい
弱々 しし、 3.53 きつい
まろやかだ ごつごつしている
ぼんやりしている 明瞭だ
上品だ 3.67 : 下品だ
般かい 3.83 冷たい
軽快だ 2.53 重苦しい
自然だ 2.33 不自然だ
親しみがある 2;60 よそよそしい
よい 3.17 悪い
好き 2.70 嫌い
歯切れが良い 1.83 歯切れが悪い
都会的だ 2.7:3 田舎的だ
カッコいい カッコよくない
共通語的だ 2.97: 方言的だ
伝統的だ 3.97 現代的だ
年寄りらしい 3.70 : 若者らしい
TVやラジオでよく聞く 3.10 TVやラジオで
あまり聞かれない
図2. .ガ行努奮のイメー ジ (5段階評価}
結びついている以前、ガ行非5与昔話者・であるインフォーマントにとって、[1頃
IffJくことも使mすることもないガ行問~f~' は、「よそよそしく J rカッコ懇くj
I田舎的」な発音であると意識されている。また、「伝統的jであり f年寄り
らしいj発音であるとの意、裁もあることから、ガ行鼻音に付してプラスイメー
ジを持ちつつも、それを積僅的に判符して使用するには歪らないと思われる。
以上のような 5段附評価のほか、ガ行弘1hfについての印象などを自由に記述
してもらった。以ドにその結果を示す。lu容は、大きく、ガ行鼻音に対するプ
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ラス評価(支持派)、マイナス評価(不支持派)、どちらとも言えない (中立
派)の3つのタイプに分かれる。
〈プラス評価〉
・附いていて、「ひっかかりがなく、とげとげしていないJので、ガ行鼻音
を使う人と使わない人とでは、その人の第一印象が少し変わると思う。
・アナウンサーや放送部の人たちの話し方は、開きやすいし、不快なように
発音していないと思う。
-自分{まガ行鼻浩二を使わないので、ガ行鼻音にはあまりなじみがなく、最初
は違和感を感じたが、何回か開いてみるとテレピやラジオで問かれる発音
なので、そちらのほうが共通的なような気がしてきた。
・ガ行鼻音を使えるようになりたい。
・最近、アナウンサーがガ行鼻音を使わなくなってきているので妓念だ。
.ガ行鼻音は聞いていて心地よい。
(マイナス評価〉
・ガ行非鼻音の1iがはっきり聞き取れるので、そち らのほうが正しいと思
つ。
-新人アナウンサーがガ行鼻音を意識して発音しているのは、どうも不自然
でなじみにくい。
・ガ行鼻音ははっきりしていない。
・自分にと っては「共通話的Jというよりは f)J言的Jr郎会っぽくj開こ
える。とても不自然だ。使えるようになろうとは思わない。
-Slにかかっていて、ねちっこくて、あまり快いとは思わない。
.まどろっこしい。
・カ、行非常をやたらと!甘いる先，1:がいて、それが五|ーについて縦だった。
??
〈どちらとも言えない〉
・ガ行鼻音を使っているのを聞いても意議していないので、何とも思わな
い。(2) 
・単語によって違和感のあるものとないものがある。
・東北弁っぽいとも思うが、アナウンサーっぽいとも思う。
• iよい/悪いJr正しい/正しくない」という判断はっきかねる。
くその他〉
・ガ行鼻音を意識できない。(3 ) 
.非4;J.音とのIK別が難しい。
・ガ行鼻音を意識して聞いたことがない。(2 ) 
・演歌歌手にガ行鼻音を使っている人が多いと思う目。
以上のように、ガ行.1;:;，.背に対するイメ ージはさまざまであるが、ガ行非鼻音
話者であるから、ガ行鼻背にマイナス評価が多いかと言えばそうでもな く、
「ガ行鼻音を使えるようになりたいjといった意見やガ行お1音の衰退をl嘆くコ
メントさえ見られる。また、 |徳内(1992)の報告でも見られたように、院l山大
学の学生にも、プf行鼻音を「共通話Jというよりも 「東北弁つぽし、Jr方言
的」だと感じている者がいることが分かる。
このように、ガ行鼻音に対するプラスないしマイナスイメージを持つ者がし、
る一方で、「良い/悪いjあるいは f正しい/正しくなu、jといった判断はで
きないといったq:1立的な立場を収る者や、「意識していないJi何とも思わな
いjといった無関心な態度を示す者もいる。このことは、5段階許制で、「よ
い/悪いJr好き/嫌いJr共通語(I(J/方言的Jの許制li点が中間の3点前後で
あったことからも窺えるが、 ガ行鼻音と ~I:鼻音の使い分けのないイ ン フォ ーマ
ントにとって、ガ行鼻音は特別に芯:識されることもなく、そのため、[よい/
惑いJr正しい/正しくないjといった'客観的な判断は下せないということな
???
??
のだろう。
3. 3. 5 今後、ガ行鼻音を共通語として使うべきだと思うか、それとも
使う必要はないと思うか。また、それはなぜか。
今後、 共通話として、ガ行鼻音がどうあるべきかについて、次の4つの選択
肢から該当するものを選んでもらった。それぞれの回答人数と ともに示す。
a.ガ行鼻音を共通語として使うべきだ。 …1名
b.ガ行鼻音を共通語として使う必要はない。 …6名
C.ガ行鼻音と非鼻音のどちらを共通語として使っても榔わない。 …23
名
d.よく分からない。…0名
さらに、それぞれの選択肢ごとに、そのように思う理由を具体的に記述して
もらった。以下、選択肢ごとに示す。
a.ガ行鼻音を共通語として使うべきだ。
「使うべきjと言い切るのには抵抗があるが、ガ行鼻音は聞いていて不快
というより快lこ近いので、コゲ行鼻音のほうが共通話としてふさわしいと思
]。
b.ガ行鼻音を共通語と して使う必要はない。
・ガ行鼻音を不自然、に!準じられる場合が圧倒的に多いので。
.自分が発音できないので嫌だ。
・品近lまアナウンサーでも非.夢J.背の人が多いらしいので、そのうち非鼻音が
共通誌になると思うから。
・ガ行鼻音を方言として使わない人がいるのだから、ガ行鼻音二を共通話とし
て使う必要はない。
・ガ行鼻音か非鼻音か、どちらかに統ーしたほうがいい。
?
，?
-カh・5詰芯-!;!:耳につくので峨だ。アナウンサーが使っているからといって、
自分たちが使う必要はない。
・ガfr-o.許を教育してまで践す必裂はない。
C.ガ行鼻音と非鼻音のどち らを共通語として使っても裕わない。
・いずれ、ガ行』暴行か非弘音かどちらかに統一されるだろうから。
. n分自身がガ行鼻音を使っていないので、ガ行鼻背・にはあまりなじみがな
く、また、非鼻音!こ巧いという印象もない。
• i'去っても使わなくても、なんのメリットもデメリットもない。気にする必
夜はなL、。
・ 向分がガh~み?白1・を 41: っていないし、今さら使おうとも思わなし、。 使ってい
る人は使えばいいし、イ支える:い人はイ史わなくてもいし、。(3 ) 
・"/1行外{干が共通語であるよとは分かるが、向分は使えないので。
・ガ行Ii;..().か~I:鼻音か、どちらを~段住っているか分からないし、両方使っ
ている時もあるのだろうから、どちらかに限定する必要はない。
・ プf行t.~iJ，非鼻音のどちらを使っても意味の違いが生じるわけではないの
で。(12)
・ ガ行以;干が伝統的であっても、それがm千i:あまり i~主われないならば、放な
にそれを守り j並す必要-はない“
・ 'XI~絞にガ行鼻7Eを発庁できない人が多いし 、 44・ぃ人々はあまり{史っていな
いかられ(2)
・無理してガ行鼻音を使うのはおかしいし、不自然、だ。
・どちらが聞き心地がよいかは人によって述うので、どtうらを.fll想の発音と
iJとめることはできない。
・たまたまガ行鼻音が*がでf交われているから共通話とされているのであっ
て、ある 11本の方百i"干にiりいとかされいといった基準はないと思う。
・ プf行 541者{よ、共通語としてアクセントほどlp~要ではないと思う 。
? ? ? ???
-ガ行鼻音と非開i背の区別はできるが、どちらがおかしいとも思わない。
・ピジネスの場面では使ったほうがし、いし、共通語としては絞ったほうがよ
いと思うが、自分は普段使わない。
・プf行鼻音はやわらかい発?きであるが、非品ーt音は歯切れがよく、どちらも好
きだ。
今後の共通語としてのあり方について、ガ行弥長千でも非鼻音でもどちらを
N!っても椛わないとするものが231.Jと、全体の約4分の3を占める。また、こ
れについては、 3.3. 2 でも「ガ行.t~..背{ま共j透誌として正しいと思うかJ と
いう質問を行っているが、「分からない」と問符した者が181'Jと全体の6割で
あり、この聞いに対してはどちらとも言えない"I'J立的な立場を取る者が大半を
占めることが分かった。
4.まとめ
以上、カ、行品~.ff について、 liliJIJ.I大学学生を対象に行った発音調夜、聞 き取り
調査、意識調査の結果を報約した。ガ行券竹・を持たない話者にとって、ガ行41t
-出・はどのように意識されているかを見ることが本総の大きなドl的であったが、
ぷ外にも、ガ行.鼻音に対して規範:意識やプラスイメージをt;¥;っていることが分
かっ た。 しかし、 規範(l~ ・ 伝統的であるガ行蔀L官は、「若者らし さ」ゃ「カッ
コよさjからは縁遠いものと意識され、また、インフォーマントが日'lfi'耳にす
ることのないtきであることが、「よそよそしさJゃ r-1~自然さ J に幣がり、 「方
言的JIIH舎的Jといったイメージと結びついているものと考えられる。
共通語としてどうあるべきかという問いに対しては、ガ行鼻音でも非~'r!lで、
もどちらでもよい、あるいはとららともijとめ兼ねるといった中立的な立場をと
る者が大半を凸-めた。これには、ガ行鼻高が共通話としての規範性を持ってい
ることをまuつてはいるが、インフォーマント自身がガ行鼻音を使えないこと、
?、?? ?
?
またそのために、ガ行鼻音と非t;.fの違いを意識することが少ないことが関係
しているだろう。
今後、全国的な非鼻音化の傾向がさらに進んでいくことをJ5・えると、ガ行Fi
fTはだんだんと意識されることが少なくなっていくと思われる。そして、近い
将来、共通語としての地位をガ行非鼻高に謎り渡し、ガ行鼻音iま 目前I~ぢ言に姿
を践すにとどまり、 fかつての共通語音声jとして認識されるようになるので
はないだろうか。
5.今後の課題
今後の課題として、まず、 *J;Cの大学生に行った調査の紡裂を報告し、今回
の結果と比較することがあげられる。従来からガ行非弥背地械であり、口常生
活でもガ行鼻音を聞くことがほとんどない岡山と、ガ行鼻奇地域であり 、ガ行
非民LI予が優勢であるとは言え、高年層などにガ行先背の聞かれる~[京を中心と
した行邸凶出身 -在住の話者とで、ガ行弘音に対する意誌はどのように奥なる
のか。また、若年月r，話者でのガ行非鼻音化が見られるとは3え、まだガ行鼻音
の盛んな東北地方などでも同様な，J.I)任を行い、ガ行Sld-がどのように意議され
ているのかを調べる必要があろうのガ行身.音に対する意識は3.1lli域で典なるも
のと -J~~恕されるが、 若年明 J.5~'・として共過する部分もあると考えられる。
今1111の発音訓査 ・ li~ き取り捌1f(よ、単語リスト読みヒげによって行ったが、
テキスト朗読や自然談話におけるJ母子Eも行う必要があるだろうのまた、ガ行鼻
音のイメージ調査では、ガ「行 ~"?'n・のイメージだ!1 を尋ね、 Jド仏1昔については問
わなかった。 jj行鼻音と非併.1Tとではほぼ対照的な緩を t~i くと予想されるが、
やはり~炎を行わなければならないだろう 。
今回対象としたインフォーマントは、 Jド鼻音話者とはず?え、ガ行前，ef去につい
て一定の知識を持った者がほとんどであった。これら -述の捌査を、ガ行鼻音
の長1I，1i~のない話者にも行う必泣・があると思う。また、男子学生の数が少なすぎ
24-
たため、男女義 を見 る ことはできなか った。これも今後の謀思と したし、。
ガ行鼻.音が共通語として今後どのようにあるべきかの答 えを出すこと は、 医|
諸問題として、 また、国語教脊 ・日本 語教育など教脊現場での級いを考える際
には欠かせない問題である。しかし、 この問題を扱うには、ここで扱 った問題
だけではな く、 f共通諾Jという概 念も合め、さま ざまな視点から総合的に判
断しなければならないので、 ょこでは問題提起にとと
[注}
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さの lìíjの I:t iHJ:'1'-分の YI~'({.を以て1&(f-するのであゐが、 'biiuij・(Bije)のものの48iTで
はそれを除いてゐて， 1からびた徒庁をするn j9リへ1):<、T処a(-1:1・}の{にりにTOgil(と
が)、 Sorcgaxi ( ~t) などといふd この>}~ j'Jj'をするので‘uiliij'(Bijcn)の才;ーはイiれであ
るc
つまり、 Wìiìíj地方 (収(tのl刈 111 リ，りでは 11'11l: ~.::JUJ、すでに人りわたりぬì"i'tJ:Jliti¥存してお
り、JI:1: (1998) も、このん・，i'における [ー、9-)> [-9-]の変化が1本でltiも'，'，いもので
あろうとしている" なお 、 1:':j M'，~，<>紀 O'.'I"，}みの '~l; Ji，Ii.:J:l!イ1:でも人!)わたりふ11ーをf'I¥った
1 -'9-] がわ・われている ことを与えると、 J臨械に よって変化の'，'さに k 与な;♀いが~.!.られ
ることが分かる。
なお、 mイ1・の |目dlllMにプ~~~ ):.$:¥; i''j'を)IJ~‘ゐ地域は イ({I: しないが、 り山十J 見i泌の有t.iJlì l1!!l><: ( .f"~~ 
m;Li'HIf)にはかつて lol がイ{イ1: したu この}也械はU(j利3811 :. に lた1・1 ，: ~， ~，.iJ、 .f!.[\ '''i に絵~U'ì !jl: さ
れたため、 l刈III~，!-Iλlには [n) の地点がなくなった (D(Iリ11982l ω
14)このような員u，戒では、パh (-ì'~"ダ1i Í'(~'もぷ'1'で入りわた りぬï"j' を f'i\ って、 1 -、n-J
(例:lti，¥ [ha'ba 1 )、l-'d-J (例:JL (ha'tla.l)のようにう在日・されるυ なお、かつてはぷY!i
の溺れも人 1) わたり JN. iTを 1下って ~aj'{されていたよ うだリ泌しくは、柴川(1988，1989)を
参m~ されたし~
15) ある後~íの i?について、それらを J火必乙むiωi記己 |十が.
る、あるいは失わせることにつながる ζ とはそれはと:<，HI然なことではないとぶわれる。 !~IJ
え Ij' 、 'm~.1iMtにおけゐ 1:): (~'(I) KW(I) {'j'ilil，治(11M 収はかつてイ{{I: した(&~ : h;・/nu:n!'，;、胤In，
? ?? ?
?
1] )が、その対立は現在の将悶:j" i{I'./Ø話{1で失われているという(梅1 Il994~ ど)。それに
は、朝鮮認の表記がId，j者を区別する刀法を持たないことも|剥係しているのではないだろか。
16)そのほか、局i鋲(1983)、馬瀬・小-wi・竹R:I・"，・以 (1995)があり、これら{はまいず1れtもJ
アクセントの1般止代{的均羽抑批fif修多とテレピの;彩彰f繁懲~lの |凶則係を J論命じたものである。 {概l肌晃w時?を述ペれ{ぱま、 ;守;5
1形成!gJにテレビと接触のなかった|世代(戦前生まれ)では、 il^1人のアデセントにhUますテレ
ビの彩!i:f. t:1少なく、 'n'~ä形成J~Iの途eいないしMめからテレビとJ'i~制!のある I!tlt (後後外.ま
h)ではテ レビの泌総iが大きいと考えられるということである。また、力n泌(1983)のガ針
。，'，:{';.に tx.Jする {fi齢別 ，~\jff. (東京都文京1~>lUH!:) の車!i*を見ると‘戦後以降Hl~I，主?において41，
~;:'. i} [-9-]のH.¥波紋Jir.が外.1;，'[-0--]を i鐙転すゐ。 .~~~ ~!鋲 (1983) などの*11* と{~わせて考
えれば、ガ干l'非~~，・命化にテレビの彩守f，が人;きく関与しているこ とは十分考えられることだろ
') . 
17) イン 7.. ーマントの出身.lt!!(行部形成}切を過ごした他校}を以 |、にポす。 l~iJIII以: 14:}'，、
{，<川県 :4 '(" 1I1 1県 :3 名、 H 、，11.~~I:~ : 2 名、，I;，H良県、 {t(}与問1 、 rvl!li.~，\、大阪I(.f 、 :.HH，I， 、
滋 t!l tf~、大分リ，L : 作 l ;t 。
IS) プ~~.J 抗告は~{~Ill のブ'fh f-;"，;.のすべてにJjlれるわけではないので、ある 山のJ/.il.'ととして
rNHKl998j を探川 したu なお、外 ~~rlf~のJ:f'l' ガHh"S- について、 fNHKJ998.1には、 nJ;(
Jftの4t1.fが1)，1.符のものを除き、 J;(WJとして)pぬれであるが、 1本，i?に情け込んでいるものは
よv.汗で発汗しでもよいJ(fこの』付与の使いみ・Ip. 5) とある。 ，~'，J 1i: ，H~の 「ポピ :J. ラ ー ソン
グ1(ま rNHK1998J の見11 '， し il!? に t~，JiJ ð れていないが、災~，~:fsong (止 |ぷ0]と発汗され、
また、 fシンガーソングライターlの見lBしJifもあるので、 Iソングjの lグ|をガ4751符で
1~刊される ，iii とはなした。
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ンガルーj のプ~..~J: (~.はすべてプ'fq J 氏、汚で~<.l~ されているの
さらに 、 外米必のガ~'i 91~' i'.'について !1え1;1.'、il::にあげた 「シンガーソングライターjの
「シンガーJ'1 v~:~:t sing山[ぉio:>r)であるので、fNHK1998Jの記速に従え/1rシンガー !
と .J<.，k~ されるべきである。 これとは逆に、 lïnger b()wl li09:>r boυ11は |フfンガーポー
ルJであるはずだが、「フィンプfー ボールJと，10(る。これらのiY付、らも分かるように、fNHK
1998j に，1在る外米必のカ rJ:ç~ì;，?<.必はかなり i唆J~~であゐと ïi'える ω
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19) lil，~rt 'J スト，読みJ'，げiJ，~伝というかなり改まった場i信でガ行鼻音が l 例も聞かれなかったこ
とを考えると、少なくともここで対象としたインフォーマントについては、 ilft常の談話でガ
n~，\官・が現れる "f能性liJ附~.に低いと考えられる。
20) r言説文化''1:入I"J I立、|品Hll大字文学泌??2詩文化予宇1，所E誌のザ:/~が. 1 年次の前!mにlíì(.~
する綬:来のー ・つである。
21) rW¥i在日本if!;t.t理必JIま、岡山大学文学if6g;，詩文化学特 J;A!i~;揮8!tt~\(1本話学履修コー
スが1~年次生に I>>J，.~している授業である。
22} rその他J の|λj択は、 I誌に n受業でJ と 1"1干干した ~'5 名と、編入生が以前所属した大ザ:で
!ほ修したr.ra・fIfの綬殺でjという l問答である。
23)ぷ伯1.長選定の際に(;1、 Jt-1二(1977a、b)、陣内(1992)などを参考にした。
24)テレビ・ラジオからtたれる歌手の歌戸を:JHいていると、ロック歌手やポップ歌手ではガ{i
~~仔が聞かれることはほとんどないが、 i斑耳k欲 Fの1品ー合には多<IlJかれるように思う。
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